
本研究の目的は，高校生を対象とした効果的な喫煙防

止教育のあり方を検討することである。２０１１～２０１２年に

かけて高等学校で喫煙防止に関する講演会を実施し，講

演直前，直後及び講演の８ヵ月後に同じ生徒集団６３０名

を調査対象として，無記名自記式アンケート調査を実施

した。講演直前と比較して講演後，女子生徒の喫煙に対

する意識において，有意な望ましい変化が認められたも

のの，約８ヵ月後には効果の定着がみられなかったこと

から，継続的な喫煙防止教育の必要性が示唆された。将

来の喫煙行動の抑制力になる可能性が高い教育内容とし

て，がんになりやすいことやニコチンによる依存性の強

さ等に加え，男子生徒では「経済的な問題」や「社会的

な取り組み」等の項目が，女子生徒では「外見，赤ちゃ

んへの影響」がそれぞれ有意に高率で選択されていた。

家庭内でたばこに関する会話の機会をもつことが，禁煙

への取り組みにつながっていることが明らかとなった。

平成２２年度にわが国の成人喫煙率が２０％を切った（厚

生労働省国民健康・栄養調査）のを契機に，政府は「が

ん対策推進基本計画」の中で，平成３４年度までに，国民

全体の喫煙率を１２％に削減する目標を設定しさらなる取

り組みを展開している。成人の喫煙率と同様に，中・高

校生においても男女ともに喫煙率は減少傾向にあり，平

成１９年度の高校３年生の習慣的喫煙者は，男子で４．９％，

女子で１．６％となっている１）。しかし，生徒の家庭的背

景や友人関係によっては，喫煙のきっかけや，将来の常

習化の危険性を有しているのも事実である２）。

文部科学省による現在の学習指導要領では，小学校の

体育科で喫煙行為が健康を損なう原因となっていること

を理解させるとともに３），中学校では保健体育において

喫煙行為の背景に個人の心理状態や，人間関係，社会環

境が影響することを知り適切な対処の必要性を理解させ

ることとしている４）。さらに高等学校の保健体育では，

喫煙行為を含めた生活行動が健康と深く関連しているこ

とを理解させるとしており５），早期から喫煙防止のため

の教育を講じる教育計画となっている。しかしながら，

その教育内容や指導者の選択，時間数等は各学校の裁量

に委ねられているのが現状であり６），対象者に適した内

容の教育内容と方法の検討が急務である。

本研究は，対象生徒の家族背景の実態を踏まえ，今後

の高校生への喫煙防止教育及び，子どもを通じた家族へ

の禁煙・防煙教育の波及効果を狙ったアプローチの視点

を明らかにすることを課題とした研究の一環である。今

回，高校１年生を対象に夏休み前の喫煙防止教育として

医師会所属の医師講師が講演会を実施し，その教育効果

を検証することを目的として調査・分析を行った。

研究方法

調査期間は平成２２年７月～平成２４年３月とし，対象は，

調査期間中に A県内の B高等学校（公立全日制課程）

の１学年に在籍した生徒６３０名とした。
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学校からの依頼を受け，１年次の７月に医師会講師が

以下の構成で防煙に関する教育講演を実施した。

・喫煙に対するイメージや社会風潮の変遷

・テーマの提示（たばこをやめるのは難しい。しかし

最初から吸わないのは誰にでもできる簡単なこと。）

・メディアリテラシー

・現在の国内外の喫煙率

・健康増進法による防煙対策の現状

・たばこに含まれる成分と病気（がん，COPD，心臓

病，脳卒中，不妊症等）

・喫煙が及ぼすその他の害（皮膚・粘膜や歯の変化，

外見の変化，胎児への影響）

・受動喫煙による健康被害の重大性

・ニコチン依存症の正体と禁煙

講演は質問時間も含めて５０分で，パワーポイントを使っ

て，視覚・聴覚に訴える教授方法を取り入れた。

教育効果を評価するため，上記の内容の講演当日の朝

夕のホーム・ルーム時及び，学年末の３月上旬（講演後

８ヵ月後）の合計３回，無記名自記式アンケート調査に

回答する方法で実施した。各調査ともに学級担任が配布

し，各自が回収用の封筒に入れる方法で回収した。担任

及び生徒に対し，アンケートの趣旨と回答が強制ではな

いこと，回答の有無や内容による不利益がないこと，回

答上の注意事項等を書面で説明し，回答用紙の提出を

もって，調査への同意が得られたものとした。尚，本調

査にあたって，調査の実施と内容についてあらかじめ対

象校の学校長及び生徒指導部の許可を得て実施した。ま

た，調査結果は個人が特定されない方法で，対象校に報

告した。

調査内容は，①性別，②家族の喫煙状況，③家庭内で

のたばこに関する会話の有無と内容，④たばこに関連す

る知識，⑤喫煙の抑制力となった講演内容，⑥喫煙に対

する意識（１点から５点を割り当てた５件法による），

⑦講演内容の伝達に関するものとした。

回収された回答のうち，性別の記載がないもの，回答

の２０％以上の欠損値があるものを分析の対象から除外し

（表１），講演前５８０人分，講演後４９４人分，学年末５６６人

分を分析の対象とした。

回答内容は数値化し，有意水準を５％として，統計解

析を行った。統計解析には SAS Institute Inc.の統計解析

ソフト JMP７を使用し，Fisherの直接確率検定および

Dunnettの多重比較検定を行った。

結 果

１．家族の喫煙状況

講演前に家族に喫煙者がいると回答したのは，５８０人

中２８２人（４８．６％），学年末では５６６人中２３７人（４１．９％）

であった。調査時期ごとの家族喫煙者の内訳は表２の通

りであった。

２．家庭内での喫煙に関する会話の有無と内容及び家族

喫煙率との関係

家庭内でのたばこに関する会話の有無と内容について

の質問に対する回答を表３に示した。講演前は５８０人中

表２．家族喫煙者の有無と内訳

性別 調査時期
家族喫煙者

n（％）
父

n（％）
母

n（％）
両親（再掲）

n（％）
きょうだい

n（％）

男子
講演前（n＝２６３）
学年末（n＝２５９）

１２６（４７．９）
１１０（４２．５）

１００（３８．０）
８７（３３．６）

３１（１１．８）
２５（９．７）

２０（７．６）
１８（７．０）

８（３．０）
１０（３．９）

女子
講演前（n＝３１７）
学年末（n＝３０７）

１５６（４９．２）
１２７（４１．４）

１１５（３６．３）
９９（３２．３）

３３（１０．４）
２５（８．１）

１８（５．７）
１５（４．９）

９（２．８）
１２（３．９）

計
講演前（n＝５８０）
学年末（n＝５６６）

２８２（４８．６）
２３７（４１．９）

２１５（３７．１）
１８６（３２．９）

６４（１１．０）
５０（８．８）

３８（６．６）
３３（５．８）

１７（２．９）
２２（３．９）

表１．性別調査時期別人数

調査時期
男子
n（％）

女子
n（％）

合計
n

講演直前
講演直後
年度末

２６３（４５．３）
２２４（４５．３）
２５９（４５．８）

３１７（５４．７）
２７０（５４．７）
３０７（５４．２）

５８０
４９４
５６６
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３２２人（５５．５％），学年末には５６６人中３３０人（５８．３％）が，

家庭でたばこに関連する会話をしたことがあると回答し

ていた。

講演前（p＜０．００１），学年末（p＜０．００１）ともに男女

間で有意な差があり，女子生徒の方が家庭内でたばこに

関する会話をしたと回答した割合が高かった。調査時期

による会話の有無に関して有意差は認められなかった。

また，会話の有無と家族喫煙者の有無には有意な関連が

みられ，講演前では会話ありと答えた生徒の家族喫煙者

の割合が６１．２％であったのに対し，会話のない家庭では

３３．０％であり，家庭内に喫煙者がいる家庭の方が，生徒

がたばこに関連する会話をしたことがあると答える傾向

があった。学年末の調査でも同様の結果であった（表４）。

また，７月の講演前と学年末の３月の家族喫煙者の割

合には有意差があり，会話をしている家族の喫煙率は減

少していた。特に健康に関して会話していた場合には，

約１３％喫煙率が低下していた。

３．たばこに関連する知識

たばこに関連する知識については，①ニコチンの作用，

②一酸化炭素の作用，③タールの作用，④受動喫煙や

副流煙，⑤たばこでおこりやすい病気，⑥依存性，⑦喫

煙に対する社会的な取り組みや風潮，の７項目について

自分でだいたい理解できている（説明できる）項目を

質問した。表５に示すように，講演前と学年末では，

表５．たばこに関連する知識

男子 女子

項目

講演前（n＝２６３）

n（％）

学年末（n＝２５９）

n（％）
p

講演前（n＝３１７）

n（％）

学年末（n＝３０７）

n（％）
p

ニコチン

一酸化炭素

タール

受動喫煙

起こりやすい病気

依存性

社会風潮

１４５（５５．１）

１１１（５２．２）

９３（３５．４）

１５９（６０．５）

１８２（６９．２）

１９０（７２．２）

５９（２２．４）

１４７（５６．８）

９９（３８．２）

８７（３３．６）

１５９（６１．４）

１６４（６３．３）

２０２（７８．０）

７２（２７．８）

n. s

n. s

n. s

n. s

n. s

n. s

n. s

１４４（４５．４）

８５（２６．８）

７９（２４．９）

２１８（７１．０）

２３２（７３．２）

２１９（６９．１）

６０（１８．９）

１３３（４３．３）

６９（２２．５）

５６（１８．２）

２０５（６４．７）

２１２（６９．１）

２４１（７８．５）

９０（２９．３）

n. s

n. s

n. s

n. s

n. s

＊＊

＊＊

Fisher’s exact test＊＊：p＜０．０１

表３．家庭内でのたばこに関する会話の有無と内容

性別 調査時期
会話の有無

n（％）
たばこの害

n（％）
禁煙

n（％）
健康

n（％）
お金

n（％）
受動喫煙
n（％）

男子
講演前
学年末

１２６（４７．９）
＊＊＊

１２２（４７．１）
５１（４０．５）
５８（４７．５）

４７（３７．３）
５１（４１．８）

７２（５７．１）
６９（５６．６）

４９（３８．９）
５０（４１．０）

３５（２７．８）
４２（３４．４）

女子
講演前
学年末

１９６（６１．８）
＊＊＊

２０８（６７．８）
９４（４８．０）
９１（４３．８）

９４（４８．０）
１０７（５１．４）

１０７（５４．６）
１２４（５９．６）

８２（４１．８）
１００（４８．１）

６４（３２．７）
８３（３９．９）

Fisher’s exact test＊＊＊：p＜０．００１

表４．たばこに関する会話の有無と家族喫煙者の割合の推移

講演前（n＝５８０） 学年末（n＝５６６）

p家族喫煙者 家族喫煙者

n（％） n（％）

会話なし

会話あり

（n＝２５８）

（n＝３２２）

８５（３３．０）

１９７（６１．２）

（n＝２３６）

（n＝３３０）

６７（２８．４）

１７０（５１．５）

n. s

＊

会
話
の

内

容

たばこの害

禁煙

健康

費用

受動喫煙

（n＝１４５）

（n＝１４１）

（n＝１７９）

（n＝１３１）

（n＝９９）

８９（６１．４）

１０４（７３．８）

１０８（６０．３）

８３（６３．４）

６４（６４．６）

（n＝１４９）

（n＝１５８）

（n＝１９３）

（n＝１５０）

（n＝１２５）

７８（５２．３）

１０１（６３．９）

９２（４７．７）

９１（６０．７）

６７（５３．６）

n. s

n.s

＊

n. s

n. s

Fisher’s exact test＊：p＜０．０５
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たばこの依存性（p＜０．０１）と社会的な取り組みや風潮

（p＜０．０１）の２項目で女子生徒にのみ有意な差がみら

れ，講演前よりも学年末の方が，理解できていると回答

した割合が高かった。

４．喫煙の抑制力ととらえられた講演の内容と性差

講師の講演内容の主なものを項目として挙げ，喫煙の

抑制力となった項目として回答を得た結果を表６に示す。

男女ともに半数以上が選択したのは，「ニコチンの作用」，

「がんになりやすいこと」，「依存性の強さ」であった。

男女の選択率を比較すると，「タールの害（p＜０．０５）」，

「経済的なこと（p＜０．０１）」，「社会的な取り組み（p＜

０．０１）」，「喫煙率の推移（p＜０．０１）」の４項目では有意

に選択率が高く，「外見への影響（p＜０．００１）」，「赤ちゃ

んへの影響（p＜０．００１）」の２項目では女子の方が有意

に高い選択率であった。

５．喫煙に関する意識

喫煙に関する意識として，「たばこを吸うことは“かっ

こいい”“おしゃれ”だと思いますか」，「あなたが２０歳に

なった時たばこを吸いますか」，「あなたはたばこをすす

められた時どうしますか」の３項目について質問した結

果，それぞれ表７の通りとなった。得点が高い方が，望

ましい意識を示している。講演前を基準として Dunnett

の多重比較検定を行ったところ，講演後に有意に望まし

い回答が得られたのは，女子生徒における「たばこを

吸うことは“かっこいい”“おしゃれ”だと思いますか

（p＜０．０５）」，「あなたが２０歳になった時たばこを吸い

ますか（p＜０．０１）」の２項目についてのみであった。

しかし，３項目すべてにおいて，男女ともに講演直後は

得点が好転しており，学年末には得点が低下するものの

講演前よりも高い点数を維持していた。

６．講演内容の他者への伝達

講演の内容を家族や友人に話そうと思ったかどうかに

ついて，女子生徒は２７０人中７６人（２８．２％）が話そうと

思うと答え（表８），男子の２２４人中２９人（１２．９％）との

間に有意差がみられた（p＜０．００１）。

表７．調査時期別喫煙に関する意識の変化

かっこいいと思う ２０歳時の喫煙行動予測 喫煙のすすめを断れる
性別 時期 得点（SD） p 得点（SD） p 得点（SD） p

男子

講演前（n＝２６３）

講演後（n＝２２４）

学年末（n＝２５９）

４．２５（１．０８）

４．３７（０．９９）

４．３１（０．９８）

－

n. s

n. s

１．７１（０．９６）

１．６２（０．９５）

１．６４（０．８９）

－

n. s

n. s

１．７１（０．９１）

１．６１（０．９２）

１．６７（０．８７）

－

n. s

n. s

女子

講演前（n＝３１７）

講演後（n＝２７０）

学年末（n＝３０７）

４．５８（０．７７）

４．７１（０．５９）

４．６３（０．７９）

－

＊

n. s

１．３８（０．７８）

１．２１（０．５５）

１．３０（０．７５）

－

＊＊

n. s

１．３６（０．７０）

１．２４（０．５９）

１．３４（０．７３）

－

n. s

n. s

Dunnett’s multiple comparison test＊：p＜０．０５ ＊＊：p＜０．０１

表６．喫煙の抑制力になると思われる項目の性差

項目

男子（n＝２６３）

n（％）

女子（n＝２７０）

n（％）
p

ニコチンの作用

一酸化炭素の害

タールの害

がんになりやすいこと

経済的なこと

喫煙による病気

外見への影響

赤ちゃんへの影響

社会的な取り組み

喫煙率の推移

依存性の強さ

受動喫煙や副流煙

禁煙の困難さ

１１８（５２．７）

９５（４２．４）

１０５（４６．９）

１５１（６７．４）

１０３（４６．０）

９８（４３．８）

１０９（４８．７）

７５（３３．５）

５８（２５．９）

３８（１７．０）

１２２（５４．５）

１１７（５２．２）

７９（３５．３）

１３５（５０．０）

９３（３４．４）

９６（３５．６）

２０２（７４．８）

８６（３１．９）

１３５（５０．０）

１７６（６５．２）

１５３（５６．７）

４２（１５．６）

２０（７．４）

１６７（６１．９）

１３３（４９．３）

８４（３１．１）

n. s

n. s

＊

n. s

＊＊

n. s

＊＊＊

＊＊＊

＊＊

＊＊

n. s

n. s

n. s

Fisher’s exact test＊：p＜０．０５ ＊＊：p＜０．０１ ＊＊＊：p＜０．００１

表８．講演後の他者への伝達意志

男子（n＝２２４）
n（％）

女子（n＝２７０）
n（％）

p

話す
話さない

２９（１３．０）
１９５（８７．１）

７６（２８．２）
１９４（７１．９）

＊＊＊

Fisher’s exact test＊＊＊：p＜０．００１
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考 察

１．本調査対象生徒の家族喫煙者の傾向

厚生労働省の国民栄養調査結果によると，平成２２年度

の成人男性の喫煙率は３０歳代が４２．１％，４０歳代が４０．３％

であった７）。本調査における父親の喫煙率は３２．９％～

３７．１であり，高校生の父親の年齢を３０歳代から４０歳代と

推定すると，本調査対象生徒の父親の喫煙率は，全国平

均に比べ低率と考えられる。また，同様に成人女性の喫

煙率は３０歳代が１４．２％，４０歳代が１３．６％であったのに対

し，本調査では８．８～１１％であり，両親ともに低率であっ

た。厚生労働省の同調査では，所得水準と生活習慣との

関連が指摘されており，所得が低いと習慣的に喫煙して

いる割合が高いとされている。以上のことから，本調査

対象は，進学率の高い高等学校の生徒であり，一定の所

得水準を保っている家庭を多く含んでいる可能性がある。

７月の講演前と学年末の３月の家族喫煙者の割合には有

意差があり，会話をしている家族の喫煙率は有意に減少

していた。特に健康に関して会話していた場合には，約

１３％喫煙率が低下していた。そのことから，健康に対す

る関心の高い家庭では，高校生を通じて喫煙の健康被害

を訴えることにより，家庭内喫煙率が低下する可能性が

示唆された。

２．家庭内での会話の有無と家族の喫煙率の関連

家族内でたばこに関連する会話をしたことがあると答

えた生徒は，男子で約半数，女子で約６割となっており，

女子の方が家庭内でよく会話をしていることが明らかと

なった。家庭内の会話が多いということは，親子関係が

円滑で自由にさまざまな会話ができる環境であるといえ

る８）。また，会話が多いことは子どもの生活の質（quality

of life）を高めることが報告されている９）。本調査でも会

話があったと答えた生徒の家庭では，７月の講演前から

学年末の３月までの間に，家族の喫煙者の割合が有意に

減少していた。このことは，家庭内でたばこについて会

話をしていることが，喫煙率の減少につながっているこ

とを示している。一方，喫煙者のいない家庭でのたばこ

に関する会話の割合は有意に低率で，家族が吸っていな

いことが逆にたばこの害に関する関心を低下させている

おそれがある。家庭での喫煙状況や喫煙防止教育が子ど

もの将来の喫煙に有意な影響を及ぼすことは，国内外を

問わず多くの調査から周知の事実であり１０‐１４），親の非喫

煙や禁煙行動は，子どもの将来の喫煙の可能性を減少さ

せる可能性を含有している。たばこ対策における学校教

育の役割は大きく１５），家族や親子関係が希薄になってい

る昨今，学校での講演がたばこに関連する会話の機会を

増やすきっかけとなる講演内容の構成が望まれる。

３．講演内容による喫煙抑制への動機づけ効果

講演内容の項目のうち，喫煙を抑制する動機づけ効果

が高かったのは，「がんになりやすいこと」と「ニコチ

ンの作用」及び「依存性の強さ」であった。これらの項

目は，対象生徒がすでに知っていた知識の項目とほぼ一

致する。学校教育における喫煙防止教育や防煙対策の重

要性が認知され１５），学校教育を中心とした啓発活動が，

定着していると考えることができる。B. Macmahon１６）は，

喫煙が原因となる病気の害を教えるよりも，喫煙行為の

反社会的なイメージを前面に出したキャンペーンの方が

より高い効果が期待できるとしている。本調査では，対

象生徒の性別によってたばこを吸わないようにしようと

思った項目の傾向に相違があった。男子生徒は女子生徒

に比べ，喫煙の経済的な問題や社会的取り組み及び喫煙

率の推移が，喫煙抑制の動機となっている者が多く，反

対に女子生徒の中では，肌や歯，口臭などの外見的な影

響や胎児への影響が抑制の動機となっている者が多く存

在していた。これらの結果は，従来から行われてきた喫

煙による健康被害が喫煙抑制への動機づけになっている

場合と，防煙への社会的な取り組みや風潮が，抑制効果

を示している場合があることを示している。高校生への

喫煙防止教育は，それらの両側面からバランスのとれた

アプローチをすることと，対象生徒の特性に即した教育

内容を検討することが重要であることが示唆された。

４．喫煙に関する知識及び意識の変化

健康教育は，動機づけに関わる先行要因としての知識

や態度，信念，価値観の上に，動機を行動への結びつけ

る促進要因として，誘惑に打ち勝つための具体的スキル

や広告分析スキル，その他のライフスキルが必要とされ

る１７）。本調査では，たばこに関連する知識として，ニコ

チン，一酸化炭素，タール，受動喫煙，起こりやすい病

高校生を対象とした喫煙防止教育の効果 １３５



気等について講演前と学年末を比較したところ，受動喫

煙，起こりやすい病気，依存性の３項目は，６割以上の

生徒が概ね理解できていると回答しており，この時期ま

での教育や啓発活動が定着していると考えられる。また，

女子では，依存性，社会風潮に関して，７月の講演前よ

りも学年末の方が，理解できていると回答した生徒が有

意に増加していたことから，知識の向上がみられたとい

える。野津は，将来の喫煙行動に影響するのは，どれだ

け絶対に吸わないという強い意志を継続できるかという

こと，すすめられた時にいかにさまざまなスキルを使っ

て断れる能力を習得しているかが重要だとしている１８）。

今回の調査では喫煙行動に関する意識として，喫煙への

イメージと２０歳になった時の喫煙行動予測及び，喫煙を

断ることの可否の３項目を設定した。喫煙に対するイ

メージは，もともと講演前から得点が高く，「かっこい

い」「おしゃれ」とは感じていなかった上に，女子生徒

では講演後にさらに有意にイメージが悪化していた。講

演内容の「外見への影響」や「赤ちゃんへの影響」に啓

発されたと推測できる。また，２０歳になった時の喫煙行

動予測でも，女子の方が有意に望ましい回答に変化して

いた。しかし，男子では得点が上昇しているものの，講

演後も有意な変化はなく，講演から約８ヵ月経過した学

年末の３月では，女子も有意な意識の好転はみられな

かった。本調査項目において，喫煙防止に関する講演の

長期的な成果は認められなかったといえる。そのため，

今後は，継続的な喫煙防止教育が必要であると考える。

学校教育における喫煙防止教育の目的は，未成年での

喫煙を防止する１）とともに，生涯を通じてたばこによる

健康被害を受けないためのライフスキルの獲得を目指し

ている１７）。現在わが国における喫煙防止教育の成果に関

する研究は，教育後の短期的効果の検証がほとんどであ

り，長期的な成果に関する研究は少ない。遠藤は，小学

生への喫煙防止教育後に追跡調査を行い，中学生での喫

煙率の減少に効果を及ぼしたと報告している１９）。喫煙し

ないという強い意志を持続させながら，２０歳に達しても

喫煙しない行動を選択できるための教育内容やタイミン

グの検討と，高等学校における喫煙防止教育が２０歳以降

の喫煙行動に及ぼす影響の検証の必要性が示唆された。

５．本研究の限界

本研究の分析対象は，公立の全日制普通科高等学校の

１年生のみであり，本研究ではその実態と傾向が明らか

となった。しかし，地域や家族背景によって喫煙に対す

る意識や態度に差があることは周知の通りである。本分

析結果を踏まえて，今後異なる地域や設置主体，職業高

校，定時制や通信制高校等の実態を調査し，対象の実態

に即した防煙教育活動の展開について言及する必要があ

る。
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The effects of smoking prevention education to high -school students, and its ripple effects
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SUMMARY

The aim of this survey was to clarify the effects of smoking prevention education to the high-

school students, and its ripple effects to their families. Participants were same group of６３０stu-

dents. Questionnaire surveys were conducted, self-reporting and anonymous, immediately before

and after the lecture meeting, and after８month in２０１１‐２０１２fiscal year. As a result, significant

favorable changes were observed in female students regarding the images of smoking and the pre-

diction of behavior associated with smoking in the future. However, favorable outcome was not

observed among both male and female students after eight months. As useful educational con-

tents, to help stop smoking behavior in the future, the causes of vulnerability to cancer and strong

dependence on nicotine were pointed out. Significantly high rates were observed : male students

selected the“economical reasons”,“social responsibility”and“transition of smoking rate”; female

students selected the“effect on appearance”and“effect on babies”. Also, the smoking rate of the

parents of targeted students was lower than the national average, which revealed that their parents

were grappling with the problem of smoking abstinence, caused by the chance of having conversa-

tions about smoking with their family members. We conclude that it is necessary to construct the

educational contents appropriate for the characteristics of each targeted group including family

background in order to make smoking abstinence a success. Future studies are also necessary to

develop effective educational continuous and periodical approaches of the lecture meeting, which

will trigger the cessation of smoking and promote conversation within the family unit.

Key words : preventing smoking education, high-school students, effect of education, family smoking,

ripple effects to their families
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